
二次評価結果

　評価できる取組

・伊賀鉄道の通学定期券購入費助成事業に加え、伊賀鉄道以外の公共交通の通学定期券利用者を対象とした
通学定期券及び通学用回数券購入費の助成にも取り組み、継続的に公共交通を利用した通学に係る支援や促
進に努めていることを評価します。
・「公共交通利用促進期間」では、従来の取組に加え増加している外国人を対象に公共交通の利用啓発として、
イベント開催や企業訪問に努めていることを確認しました。
・次期地域公共交通計画の策定に向けては、法定協議会の下に検討分科会を設けて協議等を進めていることを
確認しました。

　期待する取組

・各地区で運行されている行政バスについて、需要に合った路線・ダイヤになっているか、地域の声の把握、現状
分析を踏まえ抜本的な見直しの検討を推進されることを期待します。
・友生線は引き続き沿線地域と共にスクール混乗などの運行の効率化の検討を進めながら、効果的な利用促進
に努めることを期待します。
・現行の地域公共交通計画の計画期間満了まであと１年となるため、地域公共交通調査事業に基づき実施した
各種取組の検証・分析を踏まえ、また、評価指標の設定にあっては、現行の計画における目標の達成状況を鑑
みた目標値として設定するなど、次期計画の策定に取り組まれることを期待します。

評価対象事業 地域内フィーダー系統     調査事業（計画策定）
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